
令和 6 年 3 月 18 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 スマイル　訓練・作業場内

実施日程

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

タオル作業についての勉強会

利用者数　等 8名中7名の参加

＜目的＞

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

タオル作業の徹底、質の向上、注意点など。

利用者にとってのメリット

統一された作業が出来るようになる。

＜成果＞

実施した結果

普段行っている作業ではあるが、改めて作業の見直しが出来た。

得られた成果

課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

参加した利用者からの意見・評価

利用者Tさんからは、洗濯物の包装作業がうまくできるようになりました。

他利用者さんの作業についても、作業に統一感も出ており、きれいに仕上げることが出来るようになっている。

普段の作業について、定期的に勉強会を開いて欲しい。等の意見も出ている。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 就労継続支援A型事業所　スマイル 事業所番号 3310106426

利用者からの意見・評価

住　所 岡山市南区新保６７４－２５ 管理者名 栗坂　和徳

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 ０８６－２４３－１０８９ 対象年度 令和５年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者）

3月18日

利用者が各々、作業に当たっており、仕上がりに差があったが、

細部にわたり気を付つけている点が違うことがわかった。

指導員も見る視点が違い指導内容にばらつきがあった。

指導員も統一した指導が必要である。

・職員が実演しながら説明を行い、その後利用者一人一人に

　実際に作業してもらいながら細かく指導していった。

様式２


